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設計図書の作成

機能強化

機能強化

進
捗
状
況
説
明

　平和の森球場改修工事設計及び改修工事を実施したことにより、利用者の利便性の向上が図られたとともに、今後のスポーツコンベ
ンションの誘致に対する対応力が増した。

平和の森球場の機能強化

目　標

実　績

目標値
（27年度）

平和の森球場改修工事設計書の作成

目　標

実　績 設計図書の完成

達
成
状
況
説
明

平和の森球場改修工事設計及び改修工事を実施した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（23年度）

24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標
改修工事設計
及び改修工事

実　績
改修工事設計及び改
修工事の完了

予算の状況の説明
　野球場の財産処分に関する調整手続きに施設の耐用年数等の考え方で沖縄防衛局と村との意見が異なり、その調整
に不測の日数を要したため、繰越となった。平成25年9月末にて、当初計画していた事業内容が完了した。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

平和の森球場改修工事設計及び改修工事

執行率（％）(B/A) 3.5% 94.9%

次年度繰越額 428,558 0

うち交付金充当額 12,420 325,336

Ｂ．執行済額 15,524 406,671

A．計(b+d) 444,150 428,558

(d)繰越額 - 428,558

(c)増減額(b-a) 76,373 -

(b)予算現額 444,150 -

(a)当初予算額 367,777 -

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

教育委員会　生涯学習課
事業実施
（予定）年度

平成２４～２５年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

事業内容
　良好なトレーニング環境の提供による更なるスポーツコンベンションの誘致と良好なキャンプ見学環境を提供することによる観光客の誘客を図
るため、内野の土の入れ替えやスコアボードの電光化等、平和の森球場の全面改修を実施する。

市町村名 読谷村

平成２４年度（繰越）沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-④ 平和の森球場機能強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-３-（２）－ウ

世界水準の観光リゾート地の形成

担当部課名



〇受託業者は指名競争入札を行い、最低落札提示事業者
へ発注したので妥当だと考える。また、費目・使途について
は、事業の目的に鑑み必要な経費のみに支出を行うととも
に、額の確定時において支出等に関する書類により確認、
適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

422,195 422,195 337,756 84,439 0

プロ野球等のキャンプ誘致活動を行うとともに、各種キャンプ及び各種大会が開催できるよう、施設の維持管理に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　
　機能強化事業を行ったことにより、プロ野球キャンプやその他のスポーツコ
ンベンションへの対応力が増した。

　
　今後、長期的な運用及び維持管理について検討していく必要がある。ま
た、スポーツコンベンション誘致の促進、県内外のスポーツイベント等の開催
における施設の利活用を促進させる必要がある。

今後の取り組み方針

委託料
24，482千円

読谷村

422，195千円

有限会社アイ・エイチ・エー

設計

7，054千円

報酬
1，779千円

土木技術嘱託員報酬 1名
土木技術嘱託員

1，779千円

株式会社大洋土木コンサ
ルタント
3，683千円

株式会社大洋土木コンサ
ルタント
13，440千円

一般財団法人経済調査会

304千円

工事請負費
395，934千円

株式会社山中組
139，650千円

有限会社繁久産業・有限会社
ＡＵ企画建設工事共同企業体
230，790千円

土木工事

有限会社大優工業
9，765千円

有限会社三友電水工事社

15，729千円

機械改修工事

電気改修工事

建築工事監理委託業務

土木工事資材価格調査委託業務

設計委託業務

土木工事監理委託業務

建築工事
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市町村名 読谷村

平成２４年度（繰越）沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－⑨
スポーツコンベンション誘致促進事業

（残波岬いこいの広場グラウンド機能強化工事） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-3-(2)-ｳ

世界水準の観光リゾート地の形成

担当部課名 建設経済部　商工観光課
事業実施
（予定）年度

平成２４～２５年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（１）

事業内容 　地域振興及び経済活性化に向けて、スポーツコンベンション誘致の促進を図るため、残波岬公園運動広場芝グラウンドの機能を強化する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 253,718 -

(b)予算現額 179,042 -

(c)増減額(b-a) ▲ 74,676 -

(d)繰越額 － 103,950

A．計(b+d) 179,042 103,950

B．執行済額 74,575 103,950

うち交付金充当額 59,660 83,160

次年度繰越額 103,950 0

執行率（％）(B/A) 41.7% 100.0%

予算の状況の説明
　(a)当初予算額と(b)予算現額の差が▲74,676千円発生しているが、当初予算は概算金額で実施設計を行った結果、予
定していた工事金額よりも低く抑えることができた。既設構造物の撤去にあたり、慎重な作業が必要となり、不測の日数
を要したため、繰越となった。又、当初計画していた事業内容はすべて実施した。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

残波岬いこいの広場グラウンドの工事設
計の実施

目　標 １施設

実　績 １施設

残波岬いこいの広場グラウンド芝生張替
え、防球ネット設置工事の実施

目　標 １施設

実　績 １施設

達
成
状
況
説
明

残波岬いこいの広場グラウンドの実施設計を行った。
残波岬いこいの広場グラウンド機能強化工事を行った。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（　年度）

24年度 25年度 26年度
目標値
（　年度）

残波岬いこいの広場グラウンドの工事設
計の作成

目　標 １施設

実　績 １施設

残波岬いこいの広場グラウンド機能強化

目　標 １施設

実　績 １施設

進
捗
状
況
説
明

残波岬いこいの広場グラウンドの実施設計を実施。
残波岬いこいの広場グラウンド機能強化工事を実施。
スポーツキャンプ誘致の促進、県内外のスポーツイベント等の開催におけるグラウンドの利活用が期待できる。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　平成２４年度は、グラウンドの機能強化整備に要したため、その利活用を
図ることができなかった。

　スポーツコンベンション誘致の促進、県内外のスポーツイベント等の開催に
おけるグラウンドや周辺設備等の活用も含め、関係団体と効果的な利活用を
促進させる必要がある。

今後の取り組み方針

　残波岬いこいの広場グラウンドを用いて、プロサッカーキャンプおよび各種スポーツキャンプの誘致、各種大会の開催が行えるよう、関係団体と調整しながら、
施設の周知、維持管理に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

178,525 178,525 142,820 35,705 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

受注業者は指名入札方式により、企業組織、実績、知識等
を勘案した上で選定しており、妥当であり、予算規模、費目・
使途についても適正であった考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

読谷村

178,525千円

委託料
4,200千円

残波岬いこいの広場グラウンド機能強化
工事実施設計にかかる委託業務

工事請負費
173,250千円

㈱沖秀建設・㈲瀬名波重機
建設共同企業体
173,250千円

株式会社 南土木設計
4,200千円

残波岬いこいの広場グラウンド機能強化
工事にかかる工事請負費

報酬
1,075千円

土木技術嘱託員報酬 １名


